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立候補役員名 全道理事

（ふりがな） じんない　しゅうのすけ 男 西暦

氏名 神内　秀之介 女 1972年　10月　24日

勤務先名

会員番号 17002 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 山本　幸治 会員番号 10010

推薦理由

推薦者-② 林 富子 会員番号 616

推薦理由

推薦者-③ 奥田　龍人 会員番号 2432

推薦理由

性別 生年月日 年齢 44歳

社会福祉法人渓仁会　法人本部

札幌市

社会福祉法人にて、訪問介護事業所・居宅介護支援事業所・障がい者相談支援事業所管理者を歴
任。
また法人本部にて業務管理・調査企画・事業推進を担当。
会での活動
・成年後見人の受任・福祉サービス第三者評価者研修関係講師・障がい者等地域生活支援委員会
委員。

理由）
・これまで会員として会の事業運営に協力してきた経験を踏まえ、今後、役員となり責任を持って関わ
り、会が一層道民福祉に寄与できる団体と認識され、会員の協力を持って発展していくべき原動力の
一助となるため。
抱負）
・これまでの公私にわたる人脈や経験等を活用し、会員の増加・定着に尽力したい。

神内会員は、これまで、所属の法人では、ご本人が持つ知識経験等を十二分に活かして、管理者とし
て障がい者相談支援事業の立上げにおいて中心的な役割を果たしたことを始めとして、様々な事業
の企画推進に携わっております。
　また、当会が推進組織を担っている福祉サービス第三者評価事業では、これまで公表を行った評価
結果168件のうち17件で評価に従事する等、評価調査者としての実績が豊富にあるだけでなく、全国
社会福祉協議会が行う評価調査指導者研修を修了し、評価調査者養成研修や継続研修の講師も務
めております。
　さらに、当会の障がい者等地域生活支援委員会では委員として、施設職員向け虐待防止研修会や
相談従事者向け権利擁護研修会等の企画立案においても、積極的に参画してきました。
　このように、本業だけでなく、会務においても多大な貢献をいただいており、当会の理事として神内
会員がふさわしく、ここに推薦させていただきます。

神内さんは、障がい者等地域生活支援委員会の委員として、その卓越した見識と人脈により事業実
施や委員会の運営に尽力されました。本職では、高齢者分野、障がい者分野でのケアマネジメントに
とどまらず、所属法人の経営に携わるなど重要な業務に就いておられます。
　現在の社会の情勢に適応したソーシャルアドミニストレーションについて造詣が深く、これからの社
会福祉士会の運営に力を発揮される人物であることから、理事に推薦いたします。

神内さんは、社会福祉法人で社会福祉士をベースとした相談員、介護支援専門員、様々な事業所の
管理者を経て、その法人の在宅ケア事業の経営管理を担ってきました。ソーシャルワーク的視点を重
視した福祉経営を目指して北大公共政策大学院で学び、公共政策と福祉経営の関係性に着目した
研究もしております。また、福祉サービス第三者評価の評価調査者として活動しており、養成研修等
においては講師として本会の研修に協力してきました。このような人材が本会の理事として活動し、本
会の目指しているあらゆる人へのソーシャルワーク的支援の仕組みづくりを担うことは、本会の発展
に大きく寄与することと固く確信し、ここに神内さんを推薦します。


